











































































































Journal for Children Crossing Borders, 8. (2017)
32
らみたら，自分はたまたま台湾人であるというだけで，それは，日本人が偶然日本人であるのと
変わらないなのだ」と述べ，同時に，「かんかん，も，しょうしょう，も，すごく素敵な響きなん
だもの。そういった姉の瞳がしっとり潤んでいた。そうね，わたしはいう。ほんとうにそうよ，
おねえちゃん，かんかん，も，しょうしょう，も最高の名前よ。」と述べる，この感情の奥底，情
念とも呼べる世界なのである。
温さんは，この二つの作品について「あとがき」で次のように述べている。
「言葉を知らなかった頃の記憶を出発点に，小説を書いてみたい。赤ん坊だった自分の
周囲にあふれる音のざわめき，大人たちが交わしあう声のリズムと抑揚。言語を言語
と認識する以前の，ありとあらゆる言語が私の「母国語」となり得る可能性を持って
いた幸福な無文字時代の記憶を書くところから，小説を始めたい・・・」
幼少期から複数言語環境で成長する子どもたちにとって，ことばをめぐる自らの経験と記憶か
ら生まれる「感情」「感覚」「情念」の世界でどのように生きていくか。それが，小説の主題とな
ることを，温さんはこれらの作品で示したといえよう。同時に，評者が思うのは，「移動する子
ども」という記憶（川上編，2013）による世界は，本書の描く「感情」「感覚」「情念」の世界で
あり，その中で「移動する子ども」という記憶と自らの生にどう向き合っていくのかという課題
は，アカデミズムの重要な研究テーマであるという点である。
幼少期より複数言語環境で成長する子どもにとって重要な課題は，語彙や作文力の量的調査で
はわからない世界にあるということである。バイリンガルの子どもをいかに作るかということだ
けを目標にするような研究は，本書の縁珠や笑笑，歓歓の前ではなんら意味をなさない。本書は，
まさに，21世紀に必要な「移動する子ども」学の研究テーマを明示した「研究成果」として高く
評価できる作品である。
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